
水俣の海　

明神が鼻で起きたこと

今、起きていること　

水俣の海を感じる水俣の海を感じる
語り部講 話 と シ ー グ ラ ス 体 験 　
2024 年 3月 30日（土）13：00 ～ 15：50

みんぱく創設 50周年記念企画展「水俣病を伝える」関連ワークショップ

みなまた

みょうじん はな

明神が鼻からみた恋路島 (2023)  撮影 吉永 利夫
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企画展　水俣病を伝える　　

2024年3月14日（木）〜6月18日（火）
※本館展示観覧料で企画展をご覧いただけます。

ワークショップでは、明神が鼻のシー
グラスと流木を使用して、アート作品
を制作します。「シーグラス」とは捨
てられたガラス瓶などが波にもまれて
丸くなったガラス片のことです。きら
きらと輝くようすから「浜辺の宝石」
と呼ばれることもあります。

参考作品

当日のスケジュール

　12：30 ～　受付開始
　13：00 ～　本館教授による説明
　　　　　　  企画展「水俣病を伝える」を鑑賞
　13：50 ～　講師による講話
　14：50 ～　シーグラスアートの制作

講師紹介
日　　時：2024 年 3月30日（土） 13：00～15：50
場　　所：本館 第 3セミナー室、本館展示場（企画展示場）
講　　師：吉永理巳子  ［（一社） 水俣病を語り継ぐ会 代表理事］
　　　　　吉永利夫  ［（一社） 水俣病を語り継ぐ会 理事］
　　　　　平井京之介  ［本館 教授］

対象年齢：中学生以上を推奨
　　　　　※講話が中学生以上を対象とした内容となるため
参 加 費：500 円
　　　　　（大学生・一般の参加者は要本館展示観覧券）
定　　員：18名（事前申込制、先着順）

1995 年より民博。専門は社会人類学、東南アジア研究。主な
編著書は『実践としてのコミュニティ――移動・国家・運動』
『村から工場へ――東南アジア女性の近代化経験』など。
2005 年より熊本県水俣市で「水俣病を伝える活動」について
調査研究している。

次の必要事項をお知らせください。
①参加希望ワークショップ名 ②参加人数（代表者含め2名まで）
③電話番号 ④参加者全員の氏名、年齢 ⑤同伴者の有無

[申込先] 企画課博物館事業係 ワークショップ予約受付
　　　　 TEL：06-6878-8532（10：00～16:00 土日祝除く)

【電話での申込】

【イベント予約サイトからの申込】

昭和 26(1951) 年、静岡市生まれ。1972 年、水俣市に赴き、
以後、原因企業のチッソ (株 ) と自主交渉及び裁判を続ける
水俣病患者家族の闘いに関わる。1981 年、財団法人水俣病
センター相思社に入社、「水俣病歴史考証館」設立に尽力する。 
水俣地域の素材を活かした「環境学習プログラム」から、水
俣市の地域づくりを模索してきた。

昭和 26(1951) 年、水俣市明神町生まれ。3歳のときに父が急
性劇症型の水俣病を発病し、2年後に亡くなる。以後、家族
が次々と他界する。1997 年から水俣病資料館の｢語り部｣とな
り、水俣病患者家族としての体験や、勇気をもつ事の大切さ
などを伝える。2013 年、水俣病を語り継ぐ会を設立し、朗読
等により水俣病を伝える活動を行う。毎年「早春の朗読発表会」
を実施している。

平井 京之介
本館 教授

吉永 理巳子
（一社）水俣病を語り継ぐ会 代表理事

吉永 利夫
（一社） 水俣病を語り継ぐ会 理事

申込方法

https://entry-reservation-event.minpaku.ac.jp/
　　　　　　　　イベント申込サイトはこちら▶▶▶

受付期間：2024 年 2月29 日（木）10：00 ～
　　　　　定員に達し次第受付終了

熊本県水俣市 明神が鼻 (2023)　
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